
団体名
団体web
サイトURL https://www.occhilabo.org/

申請事業の分類① ①草の根活動支援事業

申請事業の分類② ①-1 全国ブロック

申請事業の分類③ -

領域① ３）地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面している地域の支援に係る活動 領域②

-

- -

領域③ 未記入 領域④

設立年月日
法人格取得年月日

団体概要

代表者名

代表者の役職

代表者名 2

代表者の役職 2

役員の人数

（その内）監事/監査役・会計参与の人数

置いている監事のうち公認会計士または税理士の人数

職員・従業員合計

常勤・有給・有期

常勤・有給・無期

常勤・無給(有期・無期)

非常勤・有給・有期

非常勤・有給・無期

非常勤・無給(有期・無期)

決済責任者、経理担当者、通帳管理者のうち、決済責任者と通帳管理者が異なること

1.必要な会計帳簿が備えられている

2.業務別に区分経理ができる体制である

年間決算の監査を行っているか

- -

⑥ 地域の働く場づくりや地域活性化などの課題解決に向けた取組の支援 未記入

8
●監査

①監事で実施

6
●資金管理体制

はい

7

●区分経理・帳簿

はい

はい

5

●事務局職員

3人

以下、職員・従業員の内訳

0人

0人

0人

3人

0人

0人

●代表者情報
小俣 健三郎

代表理事

4

●役員

14人

1人

0人

3

-

2

●団体概要
雲南市が開催した若手人材育成塾「幸雲南塾」の卒業生を中心として2013年に結成（翌年法人化）され、同市からの委託を受け幸雲南
塾の企画運営を9期連続して行っている。講演会、受講生へのコーチングやコーディネート支援が中心である。これまで約150人が修了し、
約30件が起業・事業化（訪問看護ステーション、コミュニティ財団など）、50以上のプロジェクトが誕生している。また、市の起業家向け補助
金制度や雲南市の加入したローカルベンチャー協議会の事務局を担うなどしている。近年、山林活用の支援を開始した。

申請事業概要

まちづくり協議会等の地域運営組織によるもう一歩踏み込んだ課題解決をNPOや企業等との連携で実現することを支援し、以下のような全国で共通の壁となっている取り組みに対してモデルとなる事業スキームを形成すると共に、地
域運営組織の新たな運営形態づくりを支援し、「地域運営組織2.0モデル」を形成する。特に①地域内で日常生活を維持するための交通・買い物・医療等のモデル、②水害多発の中で水源涵養機能の維持と事業を両立する地域ぐるみで
の森林管理・活用のモデル、③調査や管理だけに留まらない空き家・空き店舗等の不動産活用モデルの3つのモデルを解決テーマに掲げ、その解決策に（１）NPOや企業との連携（２）次世代育成（３）DXを取り入れた持続可能な事
業モデルの3点を盛り込むないしは盛り込む意思があることを条件として募集し、各地の支援組織と連携しながら丁寧な伴走支援を行う。

団体組織情報

1
●設立・法人取得年月日

2013年4月1日
2014年4月1日

優先すべき社会の諸課題選択科目

分野③

分野②

分野④

分野①

-

未記入

-

 ⑦ 安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援

副題 より深刻化する地域課題に対応できる連携軸を生み出す

2021年度通常公募_団体情報シート

特定非営利活動法人おっちラボ
申請事業名

申請受付番号 21230
主題 「地域運営組織2.0」開拓事業



1 前年度の助成件数 （件）

2 前年度の助成総額（円）

システム入力
誓約 チェックあり

業務1.1の確認 チェックあり

業務1.2の確認 チェックあり

業務2の確認 チェックあり

業務3 該当なし
業務3の確認 チェックあり

同意 チェックあり個人情報保護に関する基本方針の同意

助成実績

2020年度：2団体（小俣は別途4団体に助成）

未記入

3

助成事業の実績内容

◯ 2021年度「たたらの里山クリエイター基金」：（公財）うんなんコミュニティ財団と連携して5団体に助成

◯ 2018年度〜2021年度「雲南スペシャルチャレンジ制度」：雲南市と連携して合計11団体に助成（9団体で新事業創出）

◯ 事業統括・小俣は、2020年度（公財）うんなんコミュニティ財団の休眠預金事業のPOとして4団体に助成。また2021年度も同財団の休眠預金事業に評価担当として関わり、4団体を公募予定。

誓約確認等
欠格事由に関する誓約

業務に関する確認


